
福岡 福岡

拠点名　：　三次元半導体研究センター

福岡県では世界最大の半導体生産・消費地域である東アジア地域との近接性を生かし、本県を国際的な先端シス

テム LSI 開発拠点化することを目指し、産学官連携による｢シリコンシーベルト福岡プロジェクト｣を展開している。

今回新たに先端実装技術の研究開発拠点を設けることにより、半導体の設計から実装、実証まで一貫して支援可

能な｢半導体プラットホーム｣を構築し、世界をリードする先端システム LSI 開発拠点を確立する。

三次元実装技術を中心とした新たな実装関連技術の研究開発を促進し、地域内外の企業に実装設計・試作・テスト

環境の提供を行う地域産学官共同研究拠点（三次元半導体研究センター）を活用し、福岡を国際的な先端システム

ＬＳＩ開発拠点として発展させ、地域内企業の技術力向上、地域外企業の福岡への集積、参入企業の増加、ベンチャー

企業の創出を加速し、地域経済の活性化を図る。

官：福岡県

学：九州大学、九州工業大学、福岡大学

産：福岡先端システム LSI 開発拠点推進会議、（財）福岡県産業・科学技術振興財団

◎事業運営委員会

委員長　　開　俊一　　（三次元半導体研究センター・センター長）

委員　　　友景　肇　　（福岡大学・教授　兼　三次元半導体研究センター・副センター長）

委員　　　安浦寛人　　（九州大学・理事・副学長）

委員　　　森下　順　　（（株）ウォルツ・代表取締役）

委員　　　有田　潔　　（パナソニック　ファクトリーソリューションズ（株）　新規事業推進室・総括）

委員　　　加藤義尚　　（（株）メイコー・法務地財部担当部長）

委員　　　塚元憲郎　　（福岡県商工部・部長）

委員　　　藤元正二　　（福岡県工業技術センター・センター所長）

委員　　　松家　繁　　（( 財 ) 福岡県産業・科学技術振興財団・専務理事）

九州大学、九州工業大学、福岡大学、企業

財団法人福岡県産業・科学技術振興財団　システム LSI 部

　　住所：福岡市早良区百道浜 3-8-33

　　Tel.092-832-7151

◎拠点設置場所

拠点名：三次元半導体研究センター

　　　住所：福岡県糸島市東１９６３－４

　　　Tel.092-331-8550

本拠点事業では、三次元実装に関する試作・評価の一貫したラインを活用し、新たな実装技術である部品内蔵技術

やその設計評価技術等に関する産学官共同研究開発を実施し、実装技術の標準化（デファクト化）や研究成果の実

用化・企業化を目指す。

○研究開発実施テーマ

●半導体実装プラットフォームの研究開発

●半導体集積回路の高歩留り化プラットフォームの研究開発

●異種機能集積システムＬＳＩを牽引するマイクロ接合技術の研究開発

全体構想：

期待される地域活性化

主な共同研究開発課題

提案機関：

参画機関：

運営体制：

拠点事務局
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「三次元半導体研究センターの概要」

半導体関連製品の高密度実装化を図るため、複数の半導体チップを三次元積層するのに必要な
研究開発、試作・評価を支援する、実装・評価機器類を整備した拠点施設
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Ubiquitous Network
security

Ubiquitous Network
Wearable  Deviices

１．部品内蔵基板

２．製造･品質･評価レポート

INPUT

サービス項目

・部品内蔵基板試作

・新パッケージ
プロトタイプ試作

・試作品評価

・受託試験、評価

・人材育成

・技術コンサルティング

機 能

部品内蔵基板試作
概略プロセス
材料選定→部品準備→プロセス立ち上げ→組み立て（メッキ、
エッチング、穴あけ、チップ貼り付け、基板積層、レジスト塗布）
→検査→外観チェック→製品

L,C,R,LSI 内蔵

RF - MEMS  ANT 内蔵フリップチップボンダ 基板積層

評価
製品評価
電気特性評価

各種プロセス管理項目評価
ボンド強度、引き剥がし強度、
異物評価等

信頼性評価
高温、温度サイクル、振動等

不良解析
異物成分分析、内部透視等

信頼性評価
（熱衝撃試験）

信頼性評価
（落下試験）

「福岡の半導体開発総合支援体制」

設　計

先端半導体設計センター

・半導体回路設計、検証
・最先端設計環境
・ベンチャー支援

社会システム実証センター

・製品、試作品改良
・不具合原因究明
・実証実験ノウハウ提供等

実　装

三次元半導体研究センター

・高度実装研究開発
・部品内蔵基板製造受託
・部品内蔵基板評価等

先端半導体に関する設計、開発、実装、実証試験、
サービス提供試験が行える一連のインフラを整備し、

世界をリードする先端システムLSIの開発拠点構築を推進

実　証

「三次元半導体研究センターの機能」

JEITA、JPCA、JIEP
etc

･国･自治体
（ファンディング）

･大学･公的研究機関
･半導体実装関連企業

･半導体実装関連企業

･大学･公的研究機関

中小･ベンチャー企業

1．三次元部品内蔵基板技術の研究開発

2．三次元先端ＳｉＰ技術の研究開発

3．三次元半導体実装評価技術の研究開発

1．部品内蔵基板・新パッケージ試作ライン

2．半導体後工程設備

3．ＴＥＧ製作用半導体前工程設備

4．高度分析評価設備

1．中小・ベンチャー企業等の試作の為の

設備提供

2．インキュベーション室の提供

3．試験・評価解析の支援

ビジネス戦略につながる国際標準化活動

共同研究開発

試作ライン活用

インキュベーション
活用

連携

「三次元半導体研究センター（左）」「社会システム実証センター（右）」
完成図 平成２３年３月開所

研究開発推進

開発試作支援

国際標準化支援

企業集積及び
中小・ベンチャー育成支援


